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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績動向を踏まえ、2019年２月７日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたので、

お知らせいたします。 
 

 
                       記 

１．業績予想の修正について 

（1）2019 年 12月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（2019年１月１日～2019年６月 30 日） 

（2）2019 年 12月期通期連結業績予想数値の修正（2019 年１月１日～2019年 12 月 31 日） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想 (A) 

百万円 

20,500 

百万円 

12,200 

百万円 

11,400 

百万円 

7,800 

円 銭 

273.06 

今回発表予想 (B) 20,000 11,500 10,000 6,280 211.50 

増減額 (B－A) ▲500 ▲700 ▲1,400 ▲1,520  

増減率(%) ▲2.4% ▲5.7% ▲12.2% ▲19.5%  

(ご参考)  ※ 

2018年 12月期通期連結実績 
15,036 8,766 7,235 5,025 175.92 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想 (A) 

百万円 

8,300 

百万円 

4,600 

百万円 

4,400 

百万円 

3,000 

円 銭 

105.02 

今回発表予想 (B) 6,046 3,147 2,694 1,765 59.45 

増減額 (B－A) ▲2,254 ▲1,453 ▲1,706 ▲1,235  

増減率(%) ▲27.1% ▲31.6% ▲38.8% ▲41.2%  

(ご参考)  ※ 

2018年 12月期第２四半期実績 
6,176 3,837 3,438 2,162 78.94 



 

※ 2019 年度より売上計上基準を「完売基準」から「販売基準」に変更しております。従いまして 2018年

度実績数値について「販売基準」に修正しています 

 

２．修正の理由 

当社グループ中核事業のオペレーティング・リース事業及び環境エネルギー事業においては、顧客であ

る全国の優良中小・中堅企業投資家の需要が高水準で継続していることから、当年度から前年度に組成案

件の販売を前倒ししたことにより、当年度上期の取扱い案件が少ない状態となっておりました。 

そのような中、昨年度後半より企画しておりました新たな大型組成スキームの完了に一定の目途が立ち、

第２四半期当初より販売開始出来るとの前提に立ち、本年２月７日に当年度の業績予想を発表いたしまし

た。しかしながら、諸事情により販売開始までに想定以上の時間を要した為､当年度第２四半期は当初予

定の販売額を大幅に下回ることとなりました。 

他にも、直接的な業績には影響を与えていないものの、当社が発注しているボーイング社 B737Maxの 2

度の墜落事故による飛行停止､当社は保有しておりませんが､エアバス社 A380 製造終了の発表等は､当社

を含む航空業界関係者の時間と労力が削がれることとなりました。また､一昨年度より開始した保険代理

店事業においては主力商品である法人向け定期保険が 2 月末で販売停止となり､その対応に追われました。 

加えて、世界の政治経済の状況が刻々と変化する中で、為替レートが大きく変動し、USドル、及びユー

ロに対する円高に伴い、外貨債権残高の為替換算影響もマイナス要素となりました。 

以上により、2019年 12月期第２四半期（累計）連結業績予想における、売上高・営業利益・経常利益・

親会社株主に帰属する当期純利益のいずれも、上記の通り前回発表予想（本年２月７日に公表）を下回る

数値に修正いたします。また、同様に前述の複数の要因により、現時点での当年度通期の業績においても

当初予定に達しない可能性があるものと予想されますので、2019 年度通期連結業績予想についても併せ

て修正いたします。 

一方で、前述の大型組成案件の販売開始準備はすでに 2019 年６月末時点で完了しており、７月末より

販売開始の見通しとなっております。その結果、2019年第２四半期（累計）の組成金額は、196,221 百万

円（前年同期比 71.4％増）となり、今後の販売の材料となる、「商品出資金残高」については、第２四

半期末に、82,107百万円（同 72.0％増）となる見通しです。（下記、グラフ参照） 

これらを、下期以降、投資家への販売につなげていくことにより、修正した業績予想を達成し、かつ次

年度以降の安定成長を継続すべく、新たな組成及び販売活動に努めてまいります。 

 

（参考） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注)：上記の業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は、今後様々な要因により、予想数値と異なる場合があります。 

 

 



 

 

本件に関する問合わせ先 

広報・ＩＲ部 TEL: 03-6804-6805                             以上 


